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VOL.7月20日（第3138回）7月第3例会プログラム .3
●点　鐘 会　長　　　　　　　　

●ロータリーソング 奉仕の理想

●ビジター紹介 親睦活動委員会

●幹事報告・委員会報告

●会　食　

●今期事業方針発表 理事・委員長

●にこにこBOX S.A.A

●出席報告 出席委員会

●点　鐘 会　長

●クラブソング ともに歩もう

霞ヶ浦の帆引き船は、明
治13年、折本良平によ
りシラウオ漁を目的に発
明され帆引網漁業に用
いられた。昭和40年代
前半に途絶えたが昭和
46年から観光船として
復帰している。

牛渡局　風景印

地方自治法施行60周年
茨城　霞ヶ浦と帆引き船



前回の例会報告前回の例会報告前回の例会報告

会員組織委員会
原田　博夫　会員組織委員長

事業計画
会員組織委員会は、RIテーマ「世界
に希望を生み出そう」・ガバナー地
区スローガン「まちを磨けば、あな
たが輝き、世界を彩る」・第66期小
坂博会長スローガン「再生・変革を
楽しく、格調高く」に則り、目標に
向かって活動を進めます。
１．各委員会活動の運営を円滑に進めるためのサ
ポート。

２．会員増強を強化します。
３．職業分類・会員選考を、厳格かつ柔軟に進め
ます。

４．ロータリー情報の充実を、より一層図りま
す。

委員長所見
2020年初頭来のコロナ禍で、他のロータリークラ
ブと同様に、土浦ロータリークラブの活動全般も
停滞していた面があるが、感染症分類が2類相当か
ら5類に引き下げられた（令和5年5月8日）ことも
あり、一歩ずつ旧に復し始めている。第66期で
は、コロナ以前に戻るだけでなく、新たに手がか
りだけでもチャレンジしてみたい。

会員増強委員会
福田　雅典　会員増強委員長

事業計画
・各委員会との連携や情報共有を密
に行い、会員増強を図る。
・当クラブの活動情報をもれなく会
員候補者に提供し、参加していた
だくことでクラブの価値を促し、
特に若手会員・女性会員を入会に
導く。
・前年度の引継ぎをしっかり行い、継続性を持ち
アプローチを行っていく。
・退会者を防ぐため、ヒヤリングや情報の共有化
を推進する。
・プログラム委員会との連携し、会員候補者に
は、例会にビジターとしてお越し頂き、卓話等
にて会員との交流を深めていただき、入会に導
く。
委員長所見
ロータリークラブの基本理念にも含まれる「奉仕
と友情」を永続的な組織の発展と継続を行ってい
くうえで、会員の増強は必須であると考えます。
奉仕活動・寄付活動・会員の交流・地域との友好
活動を活発に行っていく為に会員の拡大はもとよ
り、退会者を減らしクラブの価値を提供しつつ委
員会活動を行って参ります。

ロータリー情報委員会
鶴田　一郎　ロータリー情報委員長

事業計画
①RI会長テーマ【CREATE HOPE 
in the WORLD】、ガバナー地区
スローガン「まちを磨けば、あな
たが輝き、世界を彩る」に関わる
情報をクラブメンバーに提供し、
奉仕活動の基としてもらう。
②新会員にオリエンテーションを通じて、ロータ
リー情報を伝え、ロータリー活動に役立てても
らう。
③入会3年未満の会員を対象にSTAR委員会
(Special Training for Action in Rotary)を年2回開
催する。ロータリー精神の「親睦と奉仕」につ
いて、年代別ロータリアンに講和を依頼する。
委員長所見
各委員会の事業計画に基づき、クラブ活動を通じ
て各委員会が相互に補完し合いながらロータリー
の目標を達成出来るように効果的かつ円滑な運営
を各委員と共に進めてまいります。

職業分類・会員選考委員会
藤田　雪絵　職業分類・会員選考委員長

事業計画
１．充填、未充填の職業分類表を作
成する。

２．未充填の職業分類は関係委員会
と協議し検討する。

３．職業分類の見直しと新分野の職業分類を検討
する。

４．推薦された会員候補の選考については、当ク
ラブの会員として適正かどうかを慎重に調査
し、その可否を理事会に報告する。

出席委員会
關本　淳一　出席副委員長

事業計画
１　休みが続いている会員に対し、
電話・訪問等をしてコミュニ
ケーションをとり、久しぶりで
も出席できやすい環境を作りま
す。

２　例会に出席した会員の皆様を、
笑顔でお出迎え、お見送りをして、次回も参
加したくなる環境を作ります。

３　前年度出席率１００％の模範会員を表彰しま
す。

４　出席率の高い会員にインタビューし、高い出
席率を維持する秘訣・心得をお聞きし、皆様
に紹介します。
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委員長所見
皆様が例会に進んで出席し、各会員の出席率が昨
年度より少しでも向上することを目標とします。
そして、その目標達成のため、出席できやすい環
境を整備していきます。

親睦活動委員会
大塚　芳行　親睦活動委員長

事業計画
会員相互の親睦を深めるための企
画・協力を行う。
１．例会時の会員や来訪者の出迎え
をし、例会参加者がリラックス
した雰囲気で参加できるように
努める。

２．毎月の誕生祝、結婚記念祝、入会記念祝を和
やかな雰囲気で行えるよう努める。

３．観桜会等の家族懇親会やクラブ内行事を実施
する。

４．各種同好会活動への協力をする。
５．地区・分区内の交流活動への協力をする。
委員長所見
奉仕の心を育くむ原動力として、会員相互の親睦
は必要不可欠です。
友情溢れる例会を通じて、ロータリアンがお互い
に切磋琢磨し自己改善に務めることで、ロータ
リーの説く親睦が一層深まり、奉仕の心が高まっ
ていくと考えます。
また、アフターコロナの時代において以前のよう
に全てが元通りには戻れない「新しい日常」が定
着していくことが予想されます。
そのような変化を会長、監事と良く相談をし、ク
ラブの伝統を守りつつ、委員会メンバーと共に
「笑顔」を忘れることなく積極的に親睦活動を進
めて参ります。

プログラム委員会
松井　泰信　プログラム委員長

事業計画
１．第６６期クラブ方針に基づき、
格調高く、時代の変化に柔軟に
対応する術を楽しく学ぶことが
できるプラグラムを計画しま
す。

２．第１例会では会長挨拶、各種お
祝い、ロータリーの友の紹介を主な内容とし
ます。

３．会員、外部講師による卓話をバランスよく計
画します。

４．ロータリーの特別行事に定められた月間の
テーマに沿った内容のプログラムを計画しま
す。

委員長所見
大久保ガバナーの掲げるスローガン「まちを磨け
ば、あなたが輝き、世界を彩る」に基づき、改め
て自分たちのまちのことを知るために私たちの活
動エリアで活躍している団体や個人に卓話をいた

だきます。
また、ロータリークラブにはそれぞれの職業にま
つわる専門知識を持っている会員が多くいます。
その知識を日々の生活に活用できるような内容も
計画します。

公共イメージ委員会
廣瀬　太　公共イメージ委員長

事業計画
１．例会において、『ロータリーの
友』の紹介を行う。

２．クラブＨＰ・クラブＳＮＳで対
外発信を行い、公共イメージの
向上を図る。

３．会員企業のメディアを通じて情
報を発信し認知の向上を図る。

４．公共イメージの向上の寄与する活動への参
画。

委員長所見
例会での『ロータリーの友』内容の紹介を通じ
て、国内・国際ロータリーの活動内容や魅力をお
知らせしていきたいと思います。
　またＨＰ・ＳＮＳなどのウェブ媒体を通じて、
認知の向上を図っていきたいと思います。

青少年奉仕委員会
鈴木　亮　青少年奉仕委員長

事業計画
１．土浦RCの奉仕活動を通じ積極
的に地域大学生、高校生との交
流を図る。 

２．土浦ロータアクトクラブの活動
を支援する。

３．ロータリー青少年指導者養成プ
ログラム（ＲＹＬＡ）など地区
青少年事業への参加。

４．土浦市立図書館（アルカス土浦）への本の通
帳寄贈

委員長所見 
2820地区としても将来を見据えロータアクトクラ
ブの会員増強・組織強化が大きな課題となってお
ります。土浦RCとしては奉仕活動を通じ地域大学
生、高校生などとの交流を図りながら土浦ロータ
アクトクラブの会員増強、活性化を支援したいと
考えております。
又、土浦市立図書館（アルカス土浦）で好評の
【本の通帳】サービスで、通帳を増刷する予定が
今年度あります。土浦RCが地区補助金を利用し
【本の通帳】を寄贈することにより、青少年や保
護者へのロータリークラブへの公共イメージを上
げることができると考えております。



格調高く、和やかに　  S.A.A

7/13　第１回クラブ協議会

メイクアップ

7/15　奉仕プロジェクトリーグ研究会　菊池、鶴田、中島（賢）、中山

にこにこBOX

7/13　計30,000円 　累計144,000円

会　員 欠　席 出　席 免除・欠席 出席率
50名 12名 36名 2名 75.00

出 席 報 告 例 会 予 告

7/27 卓話　令和5年度土浦商工会議所青年部会長
 塚原　建 様

沼田　真一 幹事

大塚　芳行 親睦活動委員長

国際奉仕委員会
中島　賢一　国際奉仕委員長

事業計画
１、訪台団を結成し台北陽明ロータ
リーを訪問して、姉妹クラブと
しての友好関係をさらに深めて
いきたい。

２、我が２８２０地区とネパール３
２９２地区は友好地区となって
いる。

　　ネパールはとても貧しい地区だが、とても心
豊かな国でもあり、１２０のロータリークラ
ブと５０００人近くのロータリアンがいる。

　　ネパールの友好クラブと提携し、グローバル
グラント補助金を利用した事業の計画と実行
を行っていきたい。

委員長所見
台北陽明RCの周年記念行事への多くのメンバーの
参加を促す。
また、ネパールの友好クラブと連携し、共同事業
の検討と実現に向けての活動を土浦RC６６期の国
際奉仕委員会の目標といたします。


